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■親子料理教室■
　8月2日・3日の2日間、保健センターで親子料理教室が南・北小学校4年
生を対象に開かれ14組　（28名）の親子が参加しました。子供たちはお母さん

や食生活改善推進員さんに教えてもらいながら、一生懸命がんばって作りまし

た。献立は、卵まるごとカレー・ちぎってサラダ・オレンジゼリーです。
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九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間

は
老
人
福
祉
週
間
で
す
。

　
　
「
長
寿
社
会
を
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
？
」

高
齢
化
社
会
と
い
わ
れ
、
人
生
八
十
年
時
代
と
な
っ
た
今
、
私
た

ち
が
真
剣
に
取
り
組
む
問
題
で
す
。

　
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
長
年
培
っ
た

知
識
と
経
験
を
生
か
し
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
生
き
が
い
の
あ
る

人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
町
に
は
八
十
八
歳
以
上
の
人
が
五
十
一
人
。

　
今
回
は
、
江
南
町
最
長
寿
者
（
三
年
連
続
）
の
新
井
さ
ん
に
ご

登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
の
長
寿
一
位

新
井
　
つ
や
さ
ん

　
（
九
十
八
歳
上
新
田
）

　
町
の
長
寿
一
位
は
、
上
新
田
の
新
井

つ
や
さ
ん
。
明
治
二
十
八
年
十
月
二
十

七
日
生
れ
の
九
十
八
歳
で
す
。

　
つ
や
さ
ん
は
、
耳
が
少
し
遠
い
の
で

す
が
、
顔
色
も
良
く
、
足
腰
は
丈
夫
で
、

目
も
悪
く
な
く
、
気
持
ち
の
よ
い
日
に

は
庭
の
草
む
し
り
な
ど
す
る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
暑
が
り
で
す
が
ク
ー
ラ
ー
は

あ
ま
り
好
き
で
は
な
く
、
人
が
来
た
と

き
以
外
は
使
わ
ず
に
普
段
は
、
扇
風
機

を
使
っ
た
り
、
氷
で
身
体
を
冷
や
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
身
の
周
り
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
自
分

で
で
き
る
の
で
、
隣
に
住
ん
で
い
る
娘

さ
ん
も
安
心
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
九
十
八
歳
と
は
思
え
な
い
程
し
っ
か

り
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
い
つ
ま
で
も

お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

●

藤
面
の
窃
導
書
り
・

　
平
成
五
年
の
簡
易
生
命
表
に
よ
る
と
、

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
七
十
六
・

二
五
歳
、
女
性
八
十
二
・
五
一
歳
と
今

や
世
界
一
の
長
寿
国
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
江
南
町
で
も
急
速
に
高
齢
化

が
進
み
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は

千
五
百
三
十
九
人
（
平
成
六
年
八
月
一

日
現
在
）
で
、
町
の
人
口
に
占
め
る
割

合
は
十
二
・
五
％
を
超
え
ま
し
た
。

（2）

65歳以上の年齢・男女別人口（8月1日現在）

女性男性

（歳）

27人iiiiiiiiiiii4人1、絵

85～89　90以上

65人

100

263人

180

238

65～69　　70～74　　75～79　　80～84

（人）

300

250

200

150

0
　
　
　
0
　
　
　
0

0
　
　
　
5

1
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現
代
の
日
本
で
は
仕
事
に
お
わ
れ
、

高
齢
者
に
な
っ
て
や
っ
と
自
由
な
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
自
由
な
時
間
を
ど
の
よ
う
に
使

う
か
に
よ
っ
て
人
生
を
よ
り
豊
か
に
過

ご
せ
る
か
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
常
に
前
向
き
の
姿
勢
を
保

つ
こ
と
で
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
」

「
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
に
入
る
」
　
「
生
涯

学
習
を
す
る
」
人
に
よ
っ
て
様
々
で
す

が
、
お
年
寄
り
の
方
は
知
識
や
経
験
が

豊
富
で
す
の
で
、
そ
の
特
徴
や
持
ち
味

を
地
域
社
会
の
中
で
生
か
し
、
生
き
が

い
の
あ
る
人
生
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

急
速
な
老
化
現
象
を

　
　
　
　
防
ぐ
に
は
？

高
齢
に
な
る
と
血
管
の
老
化
、
視
力

・
聴
力
の
低
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
老
化

現
象
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。
老
化
は

誰
に
で
も
起
こ
る
も
の
で
す
。
け
れ
ど

も
、
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
た
ら
よ
い
の

か
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

●
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
す
る

お
年
寄
の
食
生
活
は
単
純
に
な
り
が

　
●

ち
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
食
べ

る
よ
う
に
じ
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
朝
食
を
き
ち
ん
と
と
る

　
朝
食
は
そ
の
日
の
活
力
を
生
み
だ
す

源
で
す
。

●
毎
日
、
適
度
な
運
動
を
す
る

身
体
を
動
か
す
こ
と
で
老
化
防
止
が

期
待
で
き
ま
す
。

●
快
い
睡
眠
を
と
る

　
そ
の
日
一
日
の
疲
れ
を
と
る
た
め
に

大
切
で
す
。

●
生
き
が
い
を
も
つ

●
好
奇
心
を
も
つ

脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

●
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

●
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

　　　　〆

　　　　　コ　　　　　ロ　　　　範
　　　　し　　　　　F

貼

・　咄、
　　　　r　へ
幅　　，1冒こ
　　　　〃も、

’
一

・21ト・∫臼て

　　Q　　　o

　　　　　　軌　　會

番付
　　　（8月19日現在：敬称略

寿長

想o． 氏　　・、名 憐溺 年齢
生年月績
・（明治）

住　、　所頂、

1 新　井　つ』や 女 98 28．10．27 上新田98

2 滝　出セ　よ 女 96 31．6．15 樋春339

3 奥　野　楽　重 男 94 33．　1．10 三本522－4

1荏 湯　本　さ　だ 女 93 33．12．6 千代59
額』「 志　田　さ　だ 一女 93 33．12．20 板井413

登 反　町　か　う 女 93 34．　3．　3 上新田231
緯
、 永田揖長 男 93 34．3．11 押切134
〆鍵 笠原　セみ 女 93 34．6．7 押切801
鱒薮、 柴　田　ち　か 女 93 34．　8．　2 押切724

戴1
「
久
保 田　て　曜 女 93 34．8．11 板井894－1

1灘 田　辺　恒　隆 男 92 34．8．23 小江川1396
艀、，1籠鶴岡ケ　イ 女 92 35．6．26 野原461－3
i鰯壕「

、舞・ 坂　田　佐　喜 男 91 35．10．4 押切113

購 宇治川　ゆ　う 女 91 36．2．15 板井591
瀦1 武　政　ウ　メ 女 91 36．4．13 御正新田339
、王6 岡　部　ふ　よ 女 90 37．　1．　1 小江川849
17 岡　田　カ　ク 女 90 37．4．18 野原430一
窪8 小井土　　　恒 女 90 37．6．5 野原461－3
・注9 大　沢　さ　い 女 90 37．6．16 中央三丁目5－8
忽）1 上　田　まっゐ 女 90 37．6．25 小江川1396
揃
、
柴　田　き　く 女 89 37．10．20 上新田90－1

露、 前　田　二三造 男 89 37．10．27 中央二丁目2－13

⑫3一 小　林　つ　や 女 89 37．11．　1 野原461－3

24、 吉　田　く　に 女 89 37．11．8 成沢471－1

25 秋　傷　晃　全 男 89 37．12．13 千代425－1

2㊨ 丸　上　イセコ 女 89 38．　1．21 野原461－3

「27 柴　　　な　か 女 89 38．　1．25 柴146
28． 堀　　　サ　ダ 女 89 38．　5．30 小江川1585

一
「

2鐙 廣　岡　静　江 女 89 38．6．6 小江川2128－4
30 中　爲　儀　市 男 89 38．　6．13 塩432
綴 新　井　久　に 女 89 38．6．15 上新田219－1

32 藤　野　金十郎 男 89 38．　7．　5 三本745

33 好　田　忠次郎 男 89 38．　7．10 成沢342

34 山　崎　佐　吉 男 88 38．8．29 小江川1396
35 五十嵐　仲　助 男 88 38．　9．11 樋春1127

36 小　林　忠　一 男 88 38．10．20 押切808－1

37 嶋　出　ぎ　ん 女 88 38．10．25 柴134
38 萩　原　き　で 女 88 38．10．31 塩29

39 岩　間　喜　久 女 88 38．11．8 上新田92

40 野　澤　リ　ン 女 88 38．11．15 小江川1396

4王 中　篇　く　に 女 88 38．12．13 塩432
42 春　日　た　か 女 88 38．12．30 御正新田1261－1

43 坂　田　か　ん 女 88 39．　1，15 押切146

44 古　谷　ヤ　オ 女 88 39．　1．27 中央三丁目3－16

45 齋　藤　　　静 女 88 39．2．7 樋春1963略

46 大　谷　志　ん 女 88 39．3．　1 千代100－7

47 関　口　け　ん 女 88 39．3．10 板井528

48 岡　部　宗　助 男 88 39．　5．10 小江川944－2

49 岡　部　サ　キ 女 88 39．5．25 小江川430
50 杉　田　津　冬 女 88 39．6．3 小江川662
51 持　田　せ　い 女 88 39．7．5 樋春331

（3〕



　
　
　
　
て

　
　
　
　
し

～町の主な高齢者対策事業～

今
年
か
ら

　
始
ま
り
ま
し
た

在
宅
介
護
報
償
金

　
ね
た
き
り
の
人
や
重
度
の
痴
呆
性
老

人
の
介
護
は
、
家
族
や
介
護
者
に
と
っ

て
非
常
に
大
変
な
こ
と
で
す
。

　
町
で
は
今
年
の
四
月
か
ら
、
こ
う
し

た
家
族
の
介
護
に
対
す
る
労
を
ね
ぎ
ら

う
た
め
、
月
額
一
万
五
千
円
の
報
償
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

ふ
と
ん
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　
ね
た
き
り
老
人
な
ど
の
健
康
と
衛
生

の
向
上
を
目
的
に
、
ふ
と
ん
乾
燥
車
が

訪
問
し
、
ふ
と
ん
の
乾
燥
・
消
毒
・
脱

臭
を
行
い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

高
齢
者
事
業
団

　
　
　
　
　
設
立
に
向
け
て

　
町
で
は
、
健
康
で
働
く
意
欲
を
持
っ

た
高
齢
者
の
人
に
、
働
く
場
を
提
供

し
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活

を
送
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
高
齢
者
事

業
団
設
立
準
備
委
員
会
を
発
足
し
ま
し

た
。
平
成
七
年
四
月
の
設
立
を
目
標
に
、

着
々
と
設
立
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●

主
な
在
宅
福
祉

　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
高
齢
や
病
弱
な
ど
の
た
め
、
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
お
年
寄
り
の

家
庭
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
お
世
話
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

　
六
十
五
歳
以
上
で
常
時
介
護
が
必
要

な
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭
で
、
介
護
者

が
一
時
的
に
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
（
冠
婚
葬
祭
・
病
気
な
ど
）
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
一
週
間
以
内
お
預

り
し
ま
す
。
費
用
は
一
日
千
六
百
円
で
す
。

特
殊
ベ
ッ
ド
貸
出

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭

に
日
常
生
活
の
便
宜
を
図
る
た
め
ベ
ッ

ド
を
お
貸
し
し
ま
す
。
食
事
を
と
る
時

な
ど
に
便
利
で
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
が
、
安
心
し
て

日
常
生
活
を
営
む
た
め
、
緊
急
通
報
電

話
、
携
帯
無
線
発
信
機
を
設
置
し
、
万

一
急
病
、
事
故
な
ど
が
あ
れ
ば
救
急
出

動
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
熊
谷
地
区
消

防
本
部
に
直
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
浴
サ
ー
ビ
ス

　
ね
た
き
り
に
な
り
ま
す
と
、
自
宅
で

の
入
浴
は
大
変
で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

よ
う
な
場
合
は
入
浴
サ
！
ビ
ス
を
ご
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
移
動
入
浴
車
を
月

に
二
度
派
遣
い
た
し
ま
す
。
費
用
は
無

料
で
す
。
た
だ
し
、
申
請
に
必
要
な
医

師
の
意
見
書
代
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。老

人
ク
ラ
ブ
ヘ
の
助
成

　
町
内
に
十
八
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
補

助
金
を
交
付
し
、
活
動
の
手
助
け
を
し

て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
老
後
の
生
活
を
豊

か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
自

主
的
な
教
養
の
向
上
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
地
域
社
会
と
の
交
流
な
ど
を
目

的
に
活
動
し
て
お
り
、
六
十
歳
以
上
の

人
が
加
入
で
き
ま
す
。

敬
　
老
　
年
　
　
金

　
今
ま
で
の
「
老
齢
年
金
」
か
ら
「
敬

老
年
金
」
へ
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
九
月
一
日
現
在
で
町
に
六
ケ
月
以
上

在
住
し
、
満
七
十
歳
以
上
の
人
に
敬
老

と
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
祝
金
が
贈
ら

れ
ま
す
。
支
給
額
は
今
年
か
ら
増
額
さ

れ
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
〇
七
十
歳
～
七
十
九
歳
　
　
五
千
円

　
　
●

　
○
八
十
歳
～
八
十
四
歳
　
　
八
千
円

　
○
八
十
五
歳
以
上
　
　
　
　
一
万
円

ね
た
き
り
老
人
等
手
当

　
六
十
五
歳
以
上
の
人
で
、
病
気
な
ど

に
よ
り
六
ケ
月
以
上
ね
た
き
り
、
ま
た

は
重
度
の
痴
呆
の
人
に
月
額
五
千
円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

金
婚
式
祝
賀
会

　
町
で
は
結
婚
し
て
五
十
年
経
過
し
た

ご
夫
婦
を
招
待
し
、
お
二
人
の
社
会
に

貢
献
さ
れ
た
業
積
を
た
た
え
る
た
め
、

記
念
の
お
祝
い
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
　
（
今
年
は
十
月
二
十
五
日
予
定
）

　
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
智
三
六
－
一
五
二
一

（4）



●

●

　
　
　
　
　
　
　
第
四
日
目
　
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
～
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

霜森柴

田下崎

文文貞

恵弘夫

　
本
日
の
案
内
を
し
て
く
れ
る
ヤ
ス
さ

ん
は
、
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の
話
ぶ
り

で
あ
る
。
説
明
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、

手
帳
に
メ
モ
し
て
い
た
こ
と
が
ジ
ョ
ー

タ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
遅
れ
て
出
発
し
た
わ
り
に
は
、
ほ
ぽ

時
間
ど
お
り
に
ア
ー
バ
イ
ン
の
集
団
学

校
区
の
事
務
所
に
到
着
す
る
。

　
応
対
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
語

学
専
門
官
の
ジ
ュ
ー
ン
・
ヨ
シ
ナ
リ
さ

ん
で
あ
る
。
職
業
柄
か
、
さ
す
が
に
言

葉
を
正
し
く
は
っ
き
り
と
発
音
し
、
と

て
も
聞
き
取
り
や
す
か
っ
た
。

　
ま
ず
初
め
に
、
ラ
ン
チ
ョ
ウ
中
学
校

を
訪
問
す
る
。

　
な
ぜ
校
舎
が
す
べ
て
平
屋
な
の
か
不

思
議
に
思
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
広
々

と
し
た
敷
地
を
み
て
す
ぐ
に
納
得
す
る
。

日
本
の
よ
う
に
校
舎
は
、
上
に
伸
び
る

必
要
は
な
い
。

　
授
業
は
選
択
科
目
が
多
く
、
理
科
で

は
、
生
物
と
化
学
の
教
室
が
別
々
に
あ

り
、
生
物
教
室
で
は
カ
メ
、
ヘ
ビ
、
ト

カ
ゲ
な
ど
の
小
動
物
が
飼
育
さ
れ
て
い

る
。　
日
本
と
違
っ
て
給
食
が
な
く
、
代
わ

り
に
売
店
が
あ
り
、
生
徒
は
そ
こ
で
パ

ン
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
好
き
な
物
を
買
っ

て
食
べ
る
。
。
ま
た
授
業
の
始
め
と
終
わ

り
の
礼
も
な
く
、
ブ
ザ
ー
で
教
室
を
移

動
し
、
授
業
を
受
け
る
。
日
本
と
比
べ

る
と
は
る
か
に
自
由
で
個
性
を
生
か
す

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
。
し

か
し
そ
れ
を
ま
ね
る
必
要
も
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
ど
ち
ら
の
教
育
に
も
長
所
と

短
所
と
が
あ
る
か
ら
と
思
う
。

　
つ
づ
い
て
、
メ
ド
パ
ー
ク
小
学
校
に

着
き
、
優
し
そ
う
な
女
性
の
校
長
先
生

に
案
内
し
て
い
た
だ
く
。
初
め
に
図
書

室
に
行
く
。

　
本
棚
が
低
く
、
室
内
が
た
い
へ
ん
広

い
た
め
、
本
を
探
し
た
り
読
ん
だ
り
し

易
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

　
次
に
教
室
に
案
内
さ
れ
る
。
各
教
室

は
日
本
の
よ
う
な
仕
切
り
が
な
く
、
オ

ー
プ
ン
で
自
由
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
教

室
の
奥
は
一
段
低
く
な
っ
た
小
さ
な
部

屋
（
こ
れ
も
仕
切
り
は
な
い
）
が
あ
り
、

低
学
年
は
そ
こ
で
先
生
の
話
を
聞
い
て

い
た
。
こ
こ
も
教
室
の
一
部
な
の
だ
が
、

教
室
の
中
で
も
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
語
り
合
え
る

場
所
で
あ
る
。

　
ま
た
、
じ
ゅ
う
た
ん
の
敷
か
れ
た
廊

下
で
は
工
作
し
て
い
る
ク
ラ
ス
や
、
前

日
休
ん
だ
児
童
や
学
習
が
遅
れ
て
い
る

児
童
に
個
別
指
導
を
行
っ
て
い
る
様
子

を
見
た
。
個
別
指
導
は
担
任
外
の
先
生

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
地
域
の
か
た
が
た
、

保
護
者
で
あ
る
。

　
障
害
児
の
タ
ラ
ス
で
は
、
障
害
児
五

人
に
対
し
】
人
の
先
生
が
つ
き
、
そ
の

ほ
か
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
ア
シ
ス

タ
ン
ト
に
つ
い
て
い
る
。
休
み
時
間
に

は
六
十
人
程
の
健
常
児
の
児
童
が
ア
シ

ス
タ
ン
ト
に
来
る
。

　
校
内
は
た
い
へ
ん
き
れ
い
で
掃
除
が

行
き
届
い
て
い
た
が
、
児
童
は
掃
除
を

せ
ず
、
雇
わ
れ
た
人
が
し
て
い
る
。
こ

の
点
は
日
本
の
学
校
は
す
ば
ら
し
い
と
、

ガ
イ
ド
さ
ん
が
話
し
た
。

　
さ
て
、
午
後
は
市
内
視
察
で
あ
る
。

　
ま
ず
本
場
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を

見
学
し
た
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
実
際
は
前
を
通
過
し
た
だ
け
で
あ

る
。
せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
バ
ス

を
駐
車
場
に
止
め
入
口
付
近
だ
け
見
る

こ
と
に
し
た
。
入
場
も
し
な
い
の
に
お

土
産
だ
け
は
た
く
さ
ん
買
い
、
記
念
の

写
真
を
撮
っ
て
退
出
し
た
。

　
リ
ト
ル
東
京
、
オ
ニ
ヅ
カ
通
り
周
辺

を
見
学
す
る
。

　
長
野
か
ら
の
農
協
観
光
団
に
行
き
会

う
。
私
は
親
し
み
を
感
じ
た
。
し
か
し
、

あ
ち
ら
の
人
が
見
る
と
、
足
並
み
を
揃

え
て
巡
回
す
る
一
団
に
は
違
和
感
を
感

じ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
見
学
し
た
が
、
説
明

を
受
け
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
、
普
通

の
街
で
あ
る
。
所
々
で
、
街
頭
撮
影
を

し
て
い
た
が
。

　
名
声
通
り
（
ス
ト
リ
ー
ト
・
オ
ブ
・

フ
ェ
イ
ム
V
を
歩
く
。
そ
こ
は
パ
リ
ウ

ッ
ド
で
名
声
を
成
し
た
人
が
路
上
に
、

手
形
・
足
形
な
ど
を
残
し
て
い
る
所
で

あ
る
。
日
本
人
で
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ

ケ
ダ
と
い
う
人
の
手
形
が
あ
る
。
団
員

は
皆
、
腰
を
下
げ
て
、
地
面
を
と
も
に

写
真
に
収
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。

　
早
朝
よ
り
の
視
察
と
移
動
の
一
日
を

終
え
て
、
一
同
ほ
っ
と
し
て
宿
舎
に
入

っ
た
。

（5）



一江南中央第二土地区画整理事業一

　
江
南
中
央
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

の
説
明
会
が
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
、

こ
の
事
業
に
対
す
る
意
見
が
数
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
今
後
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら

事
業
化
へ
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

●
江
南
中
央
第
二
地
区

　
こ
の
地
区
は
、
市
街
化
区
域
の
う
ち

主
要
地
方
道
熊
谷
・
小
川
・
秩
父
線
の

南
で
東
は
埼
玉
県
畜
産
試
験
場
の
入
口

ま
で
の
三
十
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。

　
近
年
、
市
街
化
の
影
響
が
著
し
く
、

民
間
開
発
が
点
在
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
砂
利
道
が
多
く
通
行
面

で
は
大
変
不
便
を
し
て
い
る
所
で
も
あ

り
ま
す
。
又
、
大
雨
の
時
に
は
、
床
下

浸
水
を
す
る
所
も
あ
り
ま
す
。

区画整理によりできた公園

会区画整理

●
な
ぜ
土
地
区
画
整
理
が
必
要
な
の
で

　
し
ょ
う

　
道
路
・
公
園
・
雨
水
排
水
施
設
な
ど

私
た
ち
が
都
市
生
活
を
営
む
上
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
公
共
施
設
が
整
備
さ

れ
ま
す
。
適
正
な
幅
員
を
も
っ
た
道
路

が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
車
両
の

通
行
が
円
滑
に
行
わ
れ
、
歩
行
者
の
安

全
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
又
、
人
や
車
の

通
行
だ
け
で
な
く
、
火
災
・
地
震
な
ど

の
緊
急
時
に
は
、
避
難
路
と
し
て
も
役

立
ち
ま
す
。
子
供
の
遊
び
場
や
憩
い
の

場
と
し
て
の
公
園
を
配
置
す
る
こ
と
に

よ
り
交
流
が
広
が
っ
た
り
も
し
ま
す
、
、

道
路
の
両
側
に
側
溝
が
つ
き
ま
す
の
で

雨
水
排
水
が
で
き
、
道
路
に
雨
水
が
溜

ま
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
す
。

●
事
業
の
し
く
み

地
区
内
に
新
た
に
必
要
と
な
る
道
路

公
園
等
の
用
地
は
、
地
区
内
の
土
地
所

有
者
が
出
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
生
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
を
一
般
に
『
減
歩
』
と

い
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
用
地
に
あ
て

る
の
を
公
共
減
歩
・
事
業
費
の
一
部
に

あ
て
る
の
を
保
留
地
減
歩
と
い
い
ま
す
。

整
理
後
の
個
々
の
宅
地
は
、
現
在
の
宅

地
の
位
置
・
面
積
・
環
境
・
利
用
状
況

等
に
応
じ
て
適
正
に
定
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
土
地
に
対
す
る
所
有
権
、

権
、
永
小
作
権
、
賃
借
権
等

は
換
地
へ
移
行
し
ま
す
。

　
事
業
の
終
わ
り
に
清
算
金

で
も
っ
て
不
均
衡
の
是
正
を

い
た
し
ま
す
。
清
算
金
に
は
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徴
収
と
交
付
が
あ
り
ま
す
。
　

　
事
業
費
は
国
・
県
・
町
か

ら
の
補
助
と
保
留
地
処
分
金

で
賄
な
い
ま
す
。

　
施
行
者
は
、
組
合
方
式
を

考
え
て
お
り
ま
す
。
理
事
お

よ
び
監
事
は
原
則
と
し
て
組

合
員
の
う
ち
か
ら
選
挙
し
ま

す
。●

今
後
の
進
め
方

地
上

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
将
来
の
こ
の
地
域
が
、
今
の
状
態
の

ま
ま
で
す
と
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
き

ま
す
。
広
い
区
域
を
整
備
し
て
い
く
為

に
も
、
こ
の
事
業
に
対
し
て
の
ご
理
解

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
建
設
課
ま
で
お
願
い
致

し
ま
す
。
　
（
内
線
　
二
二
八
）

　
現
在
、
全
体
説
明
会
・
班

別
説
明
会
・
戸
別
訪
問
を
通

し
て
仮
同
意
書
の
提
出
を
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．
、

本
年
中
に
、
仮
同
意
書
の
提

出
状
況
な
ど
を
み
な
が
ら
施

行
地
域
の
し
ぼ
り
こ
み
を
行

い
、
事
業
化
に
向
け
て
進
め

　
　
●

蟹
　
t
　
　
い

（6）
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用途地域の見直し（シリーズ2）

●

用
途
地
域
見
直
し
の

　
　
　
　
　
素
案
を
作
成

　
江
南
町
で
は
、
平
成
五
年
六
月
施
行

の
「
都
市
計
画
法
及
び
建
築
基
準
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

新
用
途
地
域
制
度
に
よ
る
、
都
市
計
画

の
決
定
に
向
け
て
の
手
続
き
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
　
「
新

用
途
地
域
の
素
案
」
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

新
用
途
地
域
素
案
図
の

　
　
　
　
閲
覧
に
つ
い
て

　
九
月
一
日
か
ら
役
場
建
設
課
窓
口
で

新
用
途
地
域
素
案
図
（
縮
尺
二
千
五
百

分
の
一
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　
ま
た
、
九
月
十
九
日
及
び
二
十
日
の

二
日
間
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま

で
（
正
午
よ
り
午
後
一
時
は
除
く
）
役

場
建
設
課
に
お
い
て
、
新
用
途
地
域
の

素
案
に
つ
い
て
、
窓
口
説
明
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
質
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

役
場
建
設
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

用
途
地
域
見
直
し
の
問
合
わ
せ
先

役
場
建
設
課
　
都
市
計
画
担
当

　
實
三
六
ー
一
五
二
一

図

例

　
　
　
凡

案素

改　正　前 改　　正　　後（案）

住　居　地　域 ［二二二］第一種住居地域

準工業地域 皿皿準工業地域
工　業　地域 躍工業地域
工業専用地域 懸工業専用地域
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（関係部分抜粋）
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二≠・雛，ヌ、活蕎
　・コξ　欝鼠　諺諺緬

，議璽雛
聡多議曼誓・Ilr蟹＋

鋼一、卜廿　　 一
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　　　新用途」

～
．
、
．
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1

　
（

、
！
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、

へ

！
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＼
＼

＼

地域制度の概要

　　　　　i／六
　　　　　〆∠　　　　1　　ク’

　　　　・ぎ趣

　　』藻霧向菱

　　　の　　　ロ　ロ

　　輝1耀
　　　　　　ワじ　　乙　　　静獣
　　　　　　　　　　　疎郵・蔓畢コ

・講途癒「域旺 1趣1　　　、旨 朋　　途．規「「制

第…種住居地域
大規模な店舗・事務所の立地を制限す

る住宅地のための地域

現行の住居地域不適格建築物のほか、ぱちんこ屋、カラオケボ

ックス、3，000㎡超の事務所、3，000㎡超の店舗等の建築を禁止

準　工　業　地　域
環境の悪化をもたらすおそれのない工

業の利便の増進を図る地域

現行の準工業地域不適格建築物のほか、石綿含有製品の製造工

場等、個室付浴場に類する一定の建築物の建築を禁止

工　　業　　地　　域 工業の利便の増進を図る地域
現行の工業地域不適格建築物のほか、個室付浴場に類する一定

の建築物の建築を禁止

工　業　専　用　地　域
工業の利便の増進を図るための専用地

域

現行の工業専用地域不適格建築物のほか、老人ホーム、一定の

運動施設等の建築を禁止

（71



灘慧馨懲役場総務課1盗海6顔1521で費毬iiゼ 1嘗騨ツクス

　　　文化会館安全祈願祭

　7月26日、大字千代の㈹江南町総合文

化会館建設予定地で工事が無事完了する

ように、安全祈願祭が関係者の出席のも

とに行われました。

　㈹江南町総合文化会館は平成8年2月

完成予定で進められ、完成すると大ホー

ル・コミュニティ集会室（7室）・図書

館を備えた文化会館となります。

職
鶴
鞭
簸
織

　　　　登山教室
　8月6日から7日にかけて、町民登山
教室が行われました。

　当日は大型バス2台で出発、小学生か

ら大人まで83名が参加しました。江南山

の会の指導により富士山五合目から頂上

めざして登山開始、富士山頂では気温7℃

という状況で涼しいというより寒いくら

いでしたが皆元気に登山を楽しみました。

　帰りのバスの中では「来年も参加した

い……」そんな声が多く聞かれました。

　　　教職員・同推協合同同和研修会

　　　　8月9日㈹、勤労福祉センターにて、

　　　江南町教職員と江南町同和教育指導者の
●　　合同研修会が行われました。

　　　啓発映画「さわやかに風吹く町」の視

　　聴の後、群馬県榛東村の湯浅昭子先生に

　　演題「私の歩んだ道」の講演をしていた

　　　だきました。湯浅先生の体験に基づいた

　　差別の現実に、約150名の参加者の中に

　　は涙を誘われる人も多く、同和教育の一

　　層の必要性を感じた一日でした。

、
纏

9’月　の　当　番 「1導≧に事1店　名，、、 、・箪話播号

1　・　6　・11　・16・21　・26 ㈲笠原設備工業所 36－3662
2　・　7　。12・17・22・27 ㈲　松　本　設　備 36－5177
3　・　8　・13・18・23。28 ㈲加藤ポンプ店 36－0310
4　。　9　・14。19・24。29 ㈱　光　栄　建　設 36－1052
5　・10・15・20・25・30 ㈱　コ　バ　ヤ　シ 36－1206

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店か、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。



の
O
蓋
O
■

卜幽麹職

辮

身近かな話題、ホットな轟註驚スをお寄せくださ嫉鶴

知事訪問
　土屋知事が8月4日㈲、市町村行政連

絡会議のため江南町を訪れました。

　当日は、町民体育館で老人クラブ健康

増進事業を見学し、複合施設で大里郡内

の市町村長との連絡会議を行いました。

　この会議は、各市町村が魅力あるまち

づくりをするための意見交換や管内市町

村の特産品展示も行われ、予定を上回る

時間話し合われました。

　会議終了後の懇親会には、郷土芸能・

上新田の祭ばやしを披露いたしました。

亀
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◎
増
え
て
い
る
大
腸
ガ
ン

　
こ
れ
ま
で
日
本
に
お
い
て
は
、
ガ
ン

の
死
亡
率
の
ト
ッ
プ
は
胃
ガ
ン
で
し
た

が
、
最
近
そ
の
死
亡
数
、
死
亡
率
も
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
か
わ
っ

て
、
消
化
器
系
の
ガ
ン
の
中
で
増
加
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
の
著
し
い
の
が
大
腸
ガ
ン
で
す
。
こ

の
傾
向
が
続
け
ば
西
暦
二
千
年
を
過
ぎ

る
と
、
大
腸
ガ
ン
は
胃
ガ
ン
を
追
い
越

す
だ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ

ン

　
大
腸
ガ
ン
が
増
え
て
い
る
原
因
と
し

て
は
、
日
本
人
の
食
生
活
が
欧
米
化
し
、

食
物
繊
維
の
摂
取
が
少
な
く
、
脂
肪
を

多
く
含
む
肉
類
の
摂
取
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

鴇

1

期
鵠
　
獅
　
59

藻誌娼駄　な
鱒
年
准

驚
備

　
◎
症
状
と
発
生
部
位

　
大
腸
ガ
ン
の
初
期
症
状
で
顕
著
な
の

は
、
便
に
血
が
混
じ
る
（
下
血
）
こ
と
で
、

大
腸
ガ
ン
以
外
に
も
消
化
管
や
痔
な
ど

の
出
血
で
便
に
血
が
混
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
血
と
と
も
に
粘
液
が
み
ら

れ
る
時
は
要
注
意
で
す
。
ま
た
、
便
通

麟

・Oがんの亮亡率｛人口10万対｝の推穆

触
、
「 ・男　鐡5
　120D「「　　　　　　　　　「〆’

輩衡、灘幾継謡

・論撃糠・

3
年
塁
虞撃鱒噂

50

露
，

45
年

憩年
鵠
舘
繊
和
　
、

の
リ
ズ
ム
が
く
ず
れ
、
便
秘
と
下
痢
を

繰
り
返
し
た
り
、
便
が
細
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　
ま
た
、
発
生
部
位
で
一
番
多
い
の
は
、

直
腸
部
で
次
い
で
S
状
結
腸
で
す
。
肛

門
に
近
い
部
位
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。

」
4

8

下
行
結
賜
鵠

　　　横擁腸6％

、

嚢

　　　　　小娼

灘燭瞬・器碍一・
騒
％鷺

議

黍備儲が赫た

魏鑑轡．」
β
聾

舞
、
誌
，
』　行　

　　　　　　　結　　』1
　　　　　　　腸
　　　　　　　6％「，

　　　　　　・・一…薄鑑驚

　　　　　　　3％・

　　　　　　　虫羅魏

　
◎
早
期
発
見
と
予
防

　
ガ
ン
の
初
期
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
早
期
に
発
見
し
て
治
療
す

れ
ば
九
〇
暫
以
上
の
人
は
助
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

検
査
の
方
法
は
、
便
潜
血
テ
ス
ト
と
い

っ
て
、
便
の
中
で
目
に
見
え
な
い
程
度

の
出
血
が
混
じ
っ
て
い
て
も
、
出
血
の

有
無
を
判
定
で
き
ま
す
。
受
験
者
は
自
分

の
便
を
少
量
持
参
す
る
だ
け
で
、
検
査

を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら
、
検
診
は
す
す

ん
で
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
食
生
活
で
は
食
物
繊
維
を
多

く
含
む
い
も
、
豆
、
穀
類
や
海
藻
な
ど

を
多
め
に
と
る
よ
う
に
す
る
他
、
脂
肪

を
取
り
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ

い
。
そ
の
他
、
適
度
な
運
動
や
歩
く
こ

と
な
ど
で
、
大
腸
の
働
き
を
活
発
に
さ

せ
ま
し
よ
う
。

0
①
0
②
0
0
0
0

　
七
月
三
日
と
十
日
の
二
日
間
、
県
民

総
合
体
育
大
会
江
南
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

大
会
は
熱
戦
の
末
、
小
江
川
娯
楽
会
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
（
準
々
決
勝
以

上
）
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
御
正
ク
ラ
ブ
、
中
央
ク
ラ
ブ
、
成
友

　
ク
ラ
ブ
、
小
江
川
娯
楽
会
、
野
原
親

　
睦
会
、
千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
板
井

　
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
小
江
川
新
道
、
大

　
原
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
、
樋
春
親
睦
会
、

　
御
正
プ
リ
ン
ス
、
三
本
ソ
フ
ト
ク
ラ

　
ブ
、
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
、
パ
ー

　
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ
、
江
南
南
会

●
試
合
結
果
（
準
々
決
勝
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
、

　
　
　
　
　
　
1

会楽娯江卦
　
　
　
9

／

8

［
」

1（1

ノ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
ズ

三
本
ク
ラ
ブ

御
正
プ
リ
ン
ス

小
江
川
新
道

千
代
ク
ラ
ブ

小
江
川
娯
楽
会

中
央
ク
ラ
ブ

選
毛
｝

阻
…
』

無
辮

　
七
月
十
七
日
、
県
民
総
合
体
育
大
会

江
南
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
町
民
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
中

央
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
野
原
チ
ー
ム
が
優

勝
、
御
正
チ
ー
ム
と
ク
イ
ー
ン
ズ
チ
ー

ム
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
と
結
果
は
（
決
勝
以
上
）

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

ウ
一

8

●
出
場
チ
ー
ム

　
御
正
、
樋
春
、
成
沢
、
中
央
ク
ラ
ブ
、

　
小
江
川
リ
バ
ー
ス
、
須
賀
広
、
野
原
、

　
上
新
田
、
板
井
、
千
代
、
上
押
切
、

　
ク
イ
ー
ン
ズ

●

●



も

る、るさと

再発見

地
名
は
語
る

『
西

　
町
の
西
部
に
西
原
の
地
名
は
あ
り
ま

す
。
全
く
同
じ
地
名
が
並
ん
で
い
る
の

は
、
旧
千
代
村
と
旧
柴
村
に
属
す
る
場

所
を
区
別
し
て
い
た
た
め
で
し
ょ
う
。

西
原
の
地
名
は
同
じ
千
代
地
内
に
あ
る

東
原
の
地
名
と
共
に
、
南
方
・
北
方
の

居
住
地
を
中
心
と
し
た
と
き
、
そ
の
方

向
に
広
が
る
「
原
」
を
呼
ん
だ
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
東
西
の

方
向
感
覚
を
基
に
地
名
を
呼
び
分
け
て

い
る
例
は
、
隣
接
す
る
柴
地
区
で
、
そ

の
も
の
ズ
バ
リ
「
西
・
東
」
が
あ
り
ま

す
。
千
代
地
区
の
場
合
は
前
述
の
よ
う

に
「
東
・
西
・
南
・
北
」
が
そ
ろ
い
ま

す
。
こ
の
方
位
を
決
め
た
と
思
わ
れ
る

場
所
・
各
方
位
の
中
心
部
に
は
「
上
杉

館
」
と
い
わ
れ
る
戦
国
時
代
末
期
の
城

館
跡
が
あ
り
ま
す
。
現
在
ふ
る
さ
と
歩

道
の
休
息
所
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
の
千
代
村
の
中
心
に
位
置
し
ま

す
。
中
心
部
に
行
政
的
な
役
所
を
置
く

こ
と
は
、
昔
も
同
じ
で
上
杉
館
跡
に
は
、

千
代
村
の
名
主
「
小
久
保
家
」
・
「
島

田
家
」
な
ど
の
有
力
村
役
人
の
家
屋
敷

が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
久
保
家
・
島
田
家
に
は
、
多
数
の

古
文
書
が
残
さ
れ
、
町
内
最
古
の
太
閤

検
地
帳
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
文

書
中
に
は
文
録
年
問
（
一
六
九
〇
年
代
）

　
千
代
村
の
地
名
が
数
多
く
載
せ
ら
れ

原
』

●

第45話

て
い
ま
す
。
南
方
・
北
方
・
植
木
な
ど

現
行
名
と
共
通
す
る
地
名
か
ら
、
す
で

に
忘
れ
ら
れ
た
地
名
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
島
田
家
文
書
に
は
、
西
原
・
東
原
に

関
係
す
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
は
や
し

文
書
に
よ
る
と
両
地
域
に
は
、
「
御
林
」

が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
御
林
は
領
主
が

自
分
の
支
配
地
内
に
設
定
し
た
保
護
林

で
、
立
入
・
立
木
の
切
取
を
禁
止
し
ま

し
た
。
島
田
家
文
書
中
の
文
化
八
年
（

一
八
一
一
）
の
「
村
方
取
定
連
判
帳
」

に
は
、
種
々
の
約
束
事
の
一
つ
と
し
て
、

「
御
林
山
之
儀
ハ
…
…
…
百
姓

山
立
木
盗
取
候
モ
ノ
見
附
候
ハ

バ
立
木
壱
本
二
付
為
過
料
五
貫

文
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
厳
し
く
保
護
し
た
理
由
は
非

常
時
の
財
源
と
し
て
の
役
目
が

強
い
よ
う
で
す
が
、
広
い
意
味

で
は
荒
地
の
防
止
・
水
源
保
護

・
鳥
獣
保
護
な
ど
多
方
面
に
良

い
影
響
を
果
し
ま
し
た
。
過
料

と
は
罰
金
の
こ
と
で
、
五
貫
文

は
約
金
一
両
程
に
当
る
金
額
で

す
。　
西
原
・
東
原
の
御
林
は
こ
の

よ
う
に
大
切
に
保
護
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
も
っ
と
も
領
主
に
無

断
で
立
入
、
訴
訟
沙
汰
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
監
視
が
い
っ
そ
う
強
ま
り
、
「
山
番
」

と
い
う
番
人
が
置
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
明
治
時
代
以
後
も
森
林

組
合
が
結
成
さ
れ
、
山
林
資
源
の
維
持

活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
か
つ
て
、
西
原
を
は
じ
め
と
し
て
江

南
台
地
を
覆
う
山
林
は
．
、
美
し
く
手
入

の
さ
れ
た
赤
松
林
と
シ
イ
・
カ
シ
類
の

林
が
大
部
分
で
し
た
。
下
草
を
刈
取
ら

れ
、
落
葉
の
掃
か
れ
た
地
面
は
ふ
と
ん

の
よ
う
な
柔
ら
か
な
苔
に
覆
わ
れ
、
涼

や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
て
い
ま
し
た
。

さ
す
が
に
現
在
で
は
こ
の
様
な
里
山
の

風
景
を
見
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
山
林
に
生
活
上
の
資

源
を
頼
っ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
●

▼
A
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
中
央
ク
ラ
ブ
ニ
ー
O
御
　
正

▼
B
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝

　
　
野
原
　
二
I
O
ク
イ
ー
ン
ズ

熱
橘

　
七
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

四
日
間
、
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
を

対
象
に
親
子
卓
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
卓
球
愛
好
会
の
人
た
ち
の
指
導
に
よ

り
各
学
年
に
分
れ
て
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
は
じ
め
は
、
う
ま
く
ボ
ー
ル
が
返

ら
な
か
っ
た
子
供
た
ち
も
日
増
し
に
上

達
し
楽
し
い
教
室
に
な
り
ま
し
た
。

（111



暴麗票罵響、”

熟
騨
麟
鑑
稀
晶
分
即
分
劇
分
円
円
　
融

の
灘
灘
甥
闘
慧
轟
嘲
躍
日
灘
慰
…
一
驚
裸

金
理
プ
講
玉
2
0
月
月
材
家
谷
口
門
1
5
0
①
9
1
①
9
2
m
1
8
門
1
1
0
9
コ
コ
谷
コ
月
時
一

〇
調
ポ
受
埼
各
1
0
1
0
教
の
深
プ
入
昼
　
　
　
昼
　
　
夜
　
　
入
昼
　
　
昼
夜
熊
各
9
9
タ

　
　
用
所
員
み
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　江南町教育相談室
　教育上の諸問題について相談に応

じています。秘密は守ります。

相談日　原則として毎週水曜日

申込み　江南町教育委員会

　　　費36－1521内線237

圖　圃　囮
　大切な公的年金制度は、
　「世代と世代の支え合い」

　若いみなさんにとって老後はず一

っと先の話…………でも、ちょっと

考えてみませんか？みなさんにだっ

て老後は必ずやってくるのです。

　公的年金制度は、個人個人が積み

立てを行う個人年金とは違って国民

みんなが制度に参加することにより

現役世代が高齢世代を支えるいわゆ

る「世代と世代の支え合い」で成り立

っているところに大きな特徴があり

ます。

　私たちの納める保険料が今のお年

寄りの生活を支え、私たちが年老い

たとき、次の世代の人たちの納める

保険料がまた私たちを支えてくれる、

つまり若いときに納めた保険料が将

来の安心となって返ってくるのです。

　この大切な公的年金制度を担って

いくのは、これからの若いみなさん
です。

　特別児童扶養手当制度
　　　　　　　　について

　精神または身体に障害がある20歳

未満の児童を養育している父母また

は養育者に手当を支給して曳児童の

福祉の増進を図るものです。

o支給対象児童
＊身体障害者手帳

　1級～3級および4級の一部
＊療育手帳

　④、AおよびBの一部

糠懸欝鞭謙ぎ・，識
　いる場合は支給されません。
児童扶養手当制度‘こつ㌧、て織

　離婚・死亡などの理由で父親と生

計を同じくしていない18歳未満の児

童または20歳未満で障害のある児童
を養育している母または養育者に手i…i韓

当を支給して、児童の福祉の増進を

図雛㌘募の場合、よ支給されま轟

せん。

　●受給資格者が公的年金を受ける　　無

　　ことができる場合

　●児童が児童福祉施設に入所して

　　いる場合

　これらの手当には、所得制限があ

りますので詳しくは、役場住民福祉

課福祉係836－1521（内線224）まで

お問い合わせください。
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　　　農林学級（9月）

闇催日 内　　　　容 時　問
10日（土） 木工型抜き㊥ 10：00
10日（翁 木工型抜き㊥ 13：30
14日（胸 手打ちそばe 10：00
18日（日） 木工おもちゃ箱⑳ 10：00
18日（日） ナシの収穫㊥ 13：30
21日（水） まんじゅう作りe 10：00
23日（金） 木工工作入門教室∈） 10：00

～ （道具の作い方から ～

24日（土） 万能台作りまで） 15：00
25日（日） 木工教室開放日e 9：00
25日（日） ナシの収穫㊥ 13：30

28日㈱ まゆ工芸e 13：30

費用無料
対　象　㊥一小学生親子，①一小学

　　　生，e一一般
受　付　農林公園管理事務所

問合せ　智83－2301

　花き園芸講座（9月）

容 費用

対　象　一般県民

受　付　毎月1日午前8時30分から

　　　大里郡川本町本田5768－1
　　　埼玉県農林公園内・植物振

　　　興センター分室智83－2841

平成6年度　立正大学

　短期大学部　公開講座

一20世紀の末の課題一

　　～福祉・環境・エイズ・思想～

主催埼玉県教育委員会
　　　立正大学短期大学部

期間平成6年10月12日（弱～
　　　12月15日（木）10回

時間午後1時30分～3時45分
　　　（10／12のみ13時～16時）

会場立正大学短期大学部
　　　（C館101教室）

　　　熊谷市万吉1700
対　象　県内在住、または在勤の18

　　　歳以上の社会人

受講料無料

開催日

8日（木）

12日（月）

14日休〉

21日（杓

27日（火）

内

ユキワリソウを楽し

む

秋の園芸を楽しむ

植木（ハナミズキ・

モミジ）の芽接ぎを

楽しむ

秋の山野草を楽しむ

きのこ採りのポイン

ト

500円

1，000円

700円

1，500円

無料

※時間は、午後1時30分

員
み
　
込
定
申

彩の国

50名（申込み順）

10月3日（月）～10月11日（火）

直接電話で立正大学短期大

学部庶務課　費36－3998

　動物愛護フェスティバル

　9月20日依）から26日（月）は「動物愛

護週間」です。

　動物指導センターでは、牡）埼玉県

獣医師会の後援、熊谷市、アズ熊谷、

熊谷郵便局の協力の下「彩の国動物

愛護フェスティバル」を開催します。

　開催テーマを「人間と動物が共存

できる豊かな社会をめざして」とし

て、広く県民の間に動物愛護精神の

普及と犬など動物の正しい飼い方に

ついての関心と理解を深め、動物を

慈しむ心を育てるため、つぎの諸行

事を実施します。

　お子様づれでご来場いただき、楽

しい一日をお過ごしください。

日時9月23日（金）10時～15時

　　　雨天の場合24日に順延
場　所　第一会場　荒川公園

　　　第二会場　アズ熊谷4F
　　　第三会場　熊谷郵便局ロビー

その他　9月20日依）～26日（月）の期間

　　　アズ熊谷4F（開店時間内）

　　　■動物愛護写真展■

　　　熊谷郵便局（開局時間内）

　　　■世界の犬・ねこ切手展■

問合せ　埼玉県動物指導センター

　　　溶36－2465

深谷青年の家

　青年スクール生募集

日時11月4日（金）～3月17日㈹

　　　午後7時～午後9時
対　象　18歳～35歳の県内在住在勤

　　　者（高校生は除く）

内容O火曜コース
　　　書道～茶道、陶芸、バドミ

　　　ントン

　　　O水曜コース
　　　初級英会話、華道、調理1
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12，290

12，280

12，270

人／戸

3，590

3，580

3，570

町民のうごき

5月　6月　7月　8月

姻
男
女
蹄

〈8月1日現在＞

12，290人
　6，046人
　6，244人
　3，593

十27

十10

十17

十10

平成6年　救急車　出動状況

救急出動状況 7　　月 累　　計

交　　　　　通 6件 44件
一　般　負　傷 4件 17件
急　　　　　病 7件 69件
そ　　の　　他 2件 12件
合　　　計 19件 142件

113）



　　　　　　　りょシ
酒井　　陵ちゃん
　平成5年12月18日生

　酒井　誠・優子さんの

長男（8ヶ月）　押切
　毎日、元気すぎるほど楽

しく遊んでいます。

　ちょっと、かわった髪型

なので、よく皆に見られま

す。

　　　　　ゆレ
福島有希ちゃん
　平成5年9月15日生

　福島喜一・君江さんの

三女（11ヶ月）　干代
　お言舌、ノ、イノ・イカfじよう

ずになり、お姉ちゃんたち

と毎日楽しく遊んでいます。

歌とお風呂が大好きな有希。

感性豊かな子に育一）てね。

　　　　　ま　　　い

江森舞衣ちゃん
　平成5年9月24日生
　江森光男・てる子さんの

長女（11ヶ月）　　上新田

　動物とお風呂が大好き、

ちょっぴりお茶目で笑顔の

似合う舞衣です。これから

も、優しく明るい元気な子

に育って欲しいです。

，
額
蟻
紺

鷺調

　　　　　あ　　　　い

南浦亜依ちゃん
　平成5年9月16日生

　南浦浩二・政美さんの

長女（11ヶ月〉　　小江川

　とても元気な女の子です。

　これからも健康で、素直

なやさしい子に育ってほし

いと思います。
●
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▼
作
り
方

①
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
皮
を
む
き
四
等
分

　
に
し
て
い
ち
ょ
う
切
り
に
し
、
水
に

　
さ
ら
し
て
か
ら
や
わ
ら
か
く
な
る
ま

　
で
ゆ
で
る
。

②
玉
ね
ぎ
は
、
縦
に
薄
切
り
に
す
る
。

③
コ
ン
ビ
ー
フ
は
、
ざ
っ
と
ほ
ぐ
し
て

　
お
く
。

④
フ
ラ
イ
パ
ン
で
サ
ラ
ダ
油
を
熟
し
、

　
②
を
入
れ
て
妙
め
る
。

　
玉
ね
ぎ
が
し
ん
な
り
し
た
ら
、
①
を

　
加
え
さ
ら
に
妙
め
る
。

　
次
に
コ
ン
ビ
ー
フ
を
加
え
て
妙
め
合

　
わ
せ
、
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
と
と

　
の
え
る
。

⑤
皿
に
盛
り
つ
け
、
パ
セ
リ
の
み
じ
ん

　
切
り
を
散
ら
す
。

※
コ
ン
ビ
ー
フ
の
代
わ
り
に
、
ハ
ム
・

　
べ
ー
コ
ン
・
挽
肉
で
も
よ
い
。

●

　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
、

九
月
八
日
は
白
露
。
露
が
白
く
見
え
る

と
い
う
二
十
四
節
気
の
一
つ
で
す
。
心

な
し
か
秋
の
気
配
が
あ
り
、
さ
わ
や
か

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
凶

　
朝
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
キ
ャ
ス
タ
ー
が

季
節
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
の
を
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
放
送
局
な
ど
で
は
、
こ

う
し
た
暦
な
ど
の
資
料
を
そ
ろ
え
て
い

て
、
よ
く
季
節
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。

　
二
十
四
節
気
と
は
、
太
陽
の
黄
経
を

二
十
四
に
分
け
、
そ
の
一
つ
ず
つ
に
季

節
を
あ
て
た
も
の
で
す
。
そ
こ
を
太
陽

が
通
過
す
る
時
候
で
、
立
春
や
夏
至
、

大
寒
な
ど
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
四
節
気
の
う
ち
、
春
分
や
秋
分

な
ど
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
九
月
八
日
ご
ろ
の
白
露
は
、
あ
ま

り
な
じ
み
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
ち
な
み

に
、
秋
の
節
気
は
次
の
六
つ
で
す
。

立
秋
　
八
月
八
日
ご
ろ

処
暑
白
露
秋
分
寒
露
霜
降

八
月
二
十
四
日
ご
ろ

九
月
八
日
ご
ろ

九
月
二
十
三
日
ご
ろ

十
月
九
日
ご
ろ

十
月
二
十
三
日
ご
ろ

　
だ
ん
だ
ん
秋
が
深
ま
り
、
寒
さ
が
感

じ
ら
れ
る
言
葉
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
九
月
二
十
一
日
～
三
十
日
は
、
　
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
で
す
。
秋
の

行
楽
は
、
安
全
運
転
で
お
出
か
け
を
。

（14）




